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	　　　　　　　　　　　　老人福祉施設で発生したＯ１５７集団感染

今年１０月に香川県内の老人福祉施設２施設で同時にＯ１５７集団感染が発生し、６名が死亡しました。香川県からの最終報告はまだですが、地元紙の四国新聞は連日関連記事を、発信していましたので、発信記事の概要についてお知らせします。
月 日

見　　　出　　　し　　・　　内　　　容

10.22

８人からＯ157－香川町の老人施設
香川町の老人福祉施設（Ｈ荘）の入所者２０人が下痢などを訴え、うち８人からＯ157を検出した。

10.24

Ｏ157で８０代女性が死亡

Ｈ荘の入所者の女性１人が死亡。丸亀市の老人ホーム（Ｂ荘）の入所者１１人が下痢などを訴え、うち女性１人からＯ157を検出した。

10.26

死者、２施設５人に拡大－Ｏ157感染

10.28

新たに７０代女性死亡－Ｏ157集団感染　　　Ｏ157による死者は計６人（Ｈ荘４人、Ｂ荘２人）。
10.29

県、調査委立ち上げ－Ｏ157集団感染　　　　県は２８日までに、原因究明調査委員会を設置した。

10.30

２施設、感染源同一か－Ｏ157集団感染

県は２９日、両施設の感染者から検出したＯ157の遺伝子パターンが一致したと公表。また、Ｂ荘の給食サンプルからＯ157を検出したと発表。両施設の共通の納入業者はいない。

10.31

２施設つなぐ経路解明－Ｏ157集団感染

３１日からは国の専門機関（国立感染症研究所）を交えた分析が始まる。約１５キロも離れた２つの施設の感染を結ぶには、Ｏ157に感染した▽共通の食材▽人の接点－のいずれかを見つける必要がある。

11. 4

Ｏ157集団感染、同一業者の食材を使用

県は３日、Ｈ荘が保存していた給食の材料からＯ157を検出したと発表。「現時点では、菌が製造段階で食品に付着したとは断定できない。商品を明らかにすれば混乱を招く」として商品名を公表しなかった。

Ｏ157を検出したＨ荘の食材は、施設が冷凍保存していた１０月１２日の朝食用のもので、県内の食品製造業者が同８日に製造した非加熱の加工食品。Ｂ荘でＯ157が検出された１２日の給食（保存用）の一部にも、この業者が８日に製造した別の種類の加工食品が含まれていた。

11. 9

食品の遺伝子型一致－Ｏ157集団感染

県は１２日、Ｈ荘の給食用食材から検出したＯ157の遺伝子パターンが、Ｂ荘の一部給食から出た菌の型と一致したと発表。両施設は県内の同じ食品製造業者な商品を給食に使っており、菌の型が一致したことで、この商品と集団感染の関連性が強まった。

11.13

同じ業者の食品関与－Ｏ157集団感染

原因調査委員会の第２回会合が１２日、両施設の食事に出された同じ食品製造業者の商品を介して、集団感染が発生した可能性が高いとの見解で一致した。

報告では▽両施設の患者や食品の遺伝子パターンが一致▽菌が出た各施設の料理や食材に、県内の同じ業者の商品が含まれる－などを説明。この業者の商品を媒介に、感染が発生した可能性が濃厚との分析結果が示された。

11.18

菌の型すべて一致－Ｏ157集団感染

これまでに感染した４３人の遺伝子解析はすべて終了、感染者の菌の型はどれも同じと判明した。

12. 8

県が終息宣言－Ｏ157集団感染

県は７日、１１月３日から新たな感染者の報告がなく、被害拡大の可能性はなくなったとして、終息宣言を行った。委員会で健康福祉部長は、菌が出た食品や業者を非公表とした質問に「製造工程で菌が付着したと断定できないため」と説明。「食品が原因とすれば公表する」と述べた。

12.17

業者が出荷を本格再開－Ｏ157集団感染

１０月末から製造･出荷を自粛していたが、陰性が確認された一部商品については今月１３日から出荷を再開、２０日からは四国内の他県への出荷も再開する。

＊感染者総数４３人、香川町のＨ荘３７人（内死者４人）、丸亀市のＢ荘６人（内死者２人）
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